2012 Japan National Team Report  ”player ”　　[image: image1.jpg]J.0.D.A.

JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　　B＆G兵庫ジュニア海洋クラブ
学年　　中3　　　　　　　　　氏名　　田中美紗樹

	大 会 名
	IODA World Chanpionship

	開 催 地
	ドミニカ共和国　ボカチカ

	大 会 期 間
	2012.7/15-26

	セールNo
	JPN 3239
	最 終 順 位
	89位


	気温、水温、ウエアについて
	気温は高かったですが、水温は高くなかったので、気持ちよかったです。海パンにロンTで充分でした。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	常に海からうねりが入っている海面でした。海風は、左右どちらにもふれたので、しっかりブローに入ってタック、という感じでした。陸風は、左右の集団がそれぞれリフトでアプローチしてきて、最後のブローで勝敗が決まる、という感じでした。

	セッティングで注意したこと
	波があったので、パワーがほしくてレーキをいつもより20ぐらいあげていました。レース中のスプリットとバングの調節はずっとしていました。

	セーリングで注意したこと
	うねりにｾｰﾙを合わせる事を意識しましたが、なれていないので、なかなか上手にはできませんでした。

	海上で練習したこと
	ラビットスタートからのスピード練習やボートを上、下マークにしたマーク回航を練習しました。

	実際のスベリはどうでしたか？
	スピードは全然負けませんでしたが、のぼり角度がなかったです。

	スタートは、どうでしたか？
	OCSが1回ありましたが、ほとんど気持ちよくでることができました。最終日はラインが短かったので、髪の2列目になってしまいました。

	コース戦略はどうでしたか？
	どっちかの（左が多かった）奥のブローまでいって、かえすことが多かったです。外まででないと、どんどん負けていきます。

	自分より上位の選手との違いは？
	上位の選手は、順位を大きく落としていないところです。6日目にくずしてしまったのが、大きく影響してしまいました。

	国内の練習で役立ったこと
	フリーでの小さい波でものることです。

	国内の練習で足りなかったこと
	うねりの対応の仕方です。いつも練習している海面はうねりが入らないので、難しかったです。

	印象に残った外国選手は？
	シンガポールの人たちです。軽くてスピードと上り角度がすごくあって、コースを少し間違えってもすぐに上がってきます。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	暑いといわれていましたが、帰ってきてから大阪の方が暑かったです。

	今後の課題と目標は？
	もっと順位を安定させることです。全日本で優勝したいです。

	JODAへの要望
	ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
